


参加者の質問に答えるため、余裕のある実施を行った。また、受講生と年齢の近い実施協力者（大

学生・大学院生）を配置し、受講生に親しみやすい環境を演出するとともに、研究を担当している

大学生にアウトリーチ意識を持たせ積極的に交流してもらった。 

・ さらに、クッキータイムを設け、休憩を取りながら参加者が気軽に話を聞けるよう、交流の機会を

作った。 

 

【当日のスケジュール】  

7月31日（土） 

9:30       受付（海洋コア総合研究センター） 

10:00-10:40 開講式・海洋コア総合研究センター見学 

10:45-11:30 講義① 微生物学入門  

11:40-12:00 実習① 細菌の培養実験 

12:00-13:00 昼食 

13:00-16:00 講義② PCR法について／実習② 細菌の観察、 PCR法の反応準備の体験 

16:00           1日目のまとめ 

16:30      解散 

8月1日（日）  

9:00           受付 

9:30-11:00 実習③ 細菌培養・PCRの結果観察・説明 

11:00-11:45 2日目のまとめ 

11:45-12:00 修了式・集合写真 

12:00         終了・解散 

 

実施の様子 

【開催式・海洋コア総合研究センターの見学】 

全参加者と協力者の自己紹介の後、海洋コア総合研究センターの見学を行った。その際、センターの

研究・教育活動を紹介し、コア保管庫及び実験室等の施設を見学し、コアサンプルについて詳しく説

明を行った。（担当：朝日博史 海洋コア総合研究センター・特任講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【講義①：微生物学入門】 

科研費研究の理解を深めるために、微生物の分類、分布、自然役割について説明をした。次に、生物

活性物質は何なのか、微生物はなぜその物質を生産するのかを説明し、微生物由来の代表的な物質を

紹介した。そして、科研費の研究の対象微生物である放線菌を紹介し、研究の流れ、目的等について

説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実習①：細菌の培養実験】 

自分自身の周りにいる微生物の知識を深めるために、微生物培養実験を行った。手洗い前後に手に付

いている微生物及び土などにいる微生物の培養を試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【昼食・発酵弁当】 

和ハーブと体に良い発酵食品を含む弁当をいただいた（土佐和ハーブ協会の松岡 昭久様、ありがと

うございました！）。食事後、参加者らは学部生・大学院生と大学の生活について、活発な意見交換

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

【事務局との協力体制】  

高知大学物部総務課、研究推進課、海洋コア総合研究センターのスタッフに協力していただき、プロ

グラムの準備と実施を行った。 

 

【広報活動】  

・高知大学の３つの部署 (研究推進課、入試課広報室、物部総務課) が積極的に関わり、広報活動を実

施した。 

・高知県教育委員会に後援を依頼し，高知県内の高校に応募チラシを配布した。 

・大学の広報係と連携し，大学の広報誌やＨＰに募集案内への掲載をした。 

 

【安全配慮】  

感染防止対策等： 

・ 3 つの密を避け、マスク着用や消毒などの感染予防対策を徹底した上で実施した。 

・ 講義室及び実験室の十分な換気を行った。 

・ 開催１週間前までに、参加者に対して高知大学での感染予防策の通知および参加の意思の最終確認

を行い、開催日前日までに健康チェックシートの返信を義務付けた。 

・ 1 日を通してのプログラムのため、昼食（弁当）を提供したが、昼食時は、1ｍ以上の距離を取り、

向き合っての食事は行わず、私語を禁止した。 

・ 弁当でアレルギー発作が起こらないよう、参加者に対し事前にアレルギー調査を行い、アレルギー

食品を除いて調理をしてもらった。 

 

【その他】 

・ 受講生および実施協力者は傷害保険に加入した。 

・ 実習については事前に注意事項をよく説明するだけでなく、実施者１人に対して受講生3名を配置

し安全に十分配慮した。 

・ 実験中は白衣及び手袋を着用した。 

 

【今後の発展性、課題】 

・ アンケートの結果から、今回の講義・実習の内容は分かりやすかったなど全員の参加者から高い

評価を得た。今後とも本プログラムの実施を検討していきたい。 

・ 実施中の質問・フィードバックを参考にし、講義と実習内容の修正及び追加情報を検討する。追

加点として、実習ノートの書き方についての講習を追加することを検討。 

・ 今回のプログラムでは、学部生及び大学院生の活発な実施協力が高い評価であり、今後にもぜひ

大学生に協力をしてもらいたい。 

 


